
第 457回岩手県青少年環境浄化審議会議事録 

 

１  日 時 

令和元年７月 19日（金） 

   午後１時 30分から 午後 2時 15分まで 

 

２  場 所 

いわて若者カフェ（岩手県公会堂地下） 

 

３  出席者 

（１） 委員（４名） 

遠藤 隆     会長 

内宮 眞     委員 

五十嵐のぶ代   委員 

菊池 ユウ子   委員 

      

（２） 県側（２名） 

    若者女性協働推進室  

          青少年・男女共同参画課長   高井 知行 

主任主査   千葉 隆宏 

 

４  会議の概要 

（１） 開 会 

千葉主任主査の司会により開会。 

高井課長から、本審議会に先立ち挨拶を行う。 

（２） 審議会成立 

事務局から、４名の委員が出席したことにより、青少年のための環境浄化に関す 

る条例第 23条第２項の規定（委員の半数以上の出席）に基づき、審議会成立を報 

告。 

（３） 議事録署名人の指名 

議事録署名人は会長のほかに、会長が五十嵐委員を指名。 

（４） 議事（要旨） 

【遠藤会長】 

本日の審議会は「諮問図書の審議」です。 

 

【事務局】 

条例第 10条第１項に基づく「青少年に不健全な図書類の指定」の適否に 

ついて、知事の諮問事項（図書類４冊）を説明。 

      



【遠藤会長】 

       それでは、審査に入ります。各委員は審査をお願いします。 

 ― 各委員審査 ― 

 

【遠藤会長】 

審査が終わったようですので、各委員から審査結果の発表をお願いします。 

 

【五十嵐委員】 

  すべて基準を満たしており、全冊指定でお願いします。 

  毎回出席して思うのですが、2番のように本来は成人誌コーナーに置かれる

べき内容なのに、一般の書籍と同じ場所に陳列しているという、店側で選別

できてないというのも問題だと感じました。 

  3番はたまに諮問されるのですが、今回はユーチューブを特集していて、そ

の中で盗撮アイテムの作り方等がありました。 

  世の中に流通しやすいような雑誌の中に、青少年に良くない内容が盛り込

まれているので、きちんと審査していくことが我々の役目ではないかと感じ

ましたし、店側でもきちんとした基準を設けて欲しいと思いました。 

 

【内宮委員】 

私も、全冊指定でお願いします。 

  １番は、ヤクザを賛美する表現が目立ったほか、裏社会を認めさせようと

する内容があり、いわゆる粗暴行為を助長するものと認めました。 

2番と 4番は、性的な表現が多く、青少年の性的感情を刺激するものと認め

ました。 

3番は、一見裏技的なものとして紹介しておきながら、違法行為を助長する

ような内容になっていました。 

 

【菊池委員】 

全冊指定でお願いします。 

１番は、ヤクザを美化する表現が多く、特に神話や心理学を利用している

のが気になりました。 

2番は、性的な描写がほとんどのページにありました。 

3番は、偽札や偽造カードの作り方など、犯罪を助長するような内容でした。 

4番は、性的な写真や記事もさることながら、孤独死した方の部屋の写真が

あり、亡くなった方を冒涜しているように感じました。 

 

【会長】 

  私も、全冊指定でお願いします。 

  理由については、委員の皆様と同意見ですが、特に 1 番は昔のヤクザの特



審議会委員署名 

 

 

   会長                       

 

 

   委員                       

集が多いように感じました。 

審議会としましては、全冊指定ということで答申させていただきます。 

 

（５） その他 

    8 月は、コンビニエンス業界の成人誌販売自粛を受けての実態調査を行うため、

審議会を休会とすることを報告。 

次回の開催予定として、令和元年９月 19日（木）を提案。    

 


